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   2月 12日 (日)小牧市にてゆるりっと会(交

流会 )が開かれました。参加された方からのア

ンケートや、聞き取りによる言葉をまとめたの

で、印象に残るものを掲載いたします。

   2 頁の新聞記事もご参考にしてください。

◆ ゆるりっと会 (交流会 )に参加して

・人付き合いが苦手で今まで参加しなかったが

すごく楽しい時間が過ごせた事にびっくりし

た。

・美味しかったが放射能が気になるので食材の

産地を細かく教えて欲しい。

・今まで交流会チラシはスルーしていたが珍し

いチラシに目が止まりドキドキしながら来て

みた。

・ハンドマッサージ楽しかった ! 確かに自分の

美なんて忘れていた。気持ちよかったから家

でもやります !

・ゆるりっと (会 )のチラシを見てきっとこの

人 (井川さん )だと思って会ってみたくて今

日来た。自分の気持ちを代弁してくれている

ようで嬉しかった。ずっと話したかった。次

も絶対来ます。

・託児がすごく良かった ! 見てくれる人の人数

が多くて付きっきりで見てもらえて安心して

預けられた。大人同士でゆっくり話せて良

かった。

・関東から来た私には交流会は敷居が高く感じ

て参加していなかった。でもチラシに栃木県

から避難した私… と書いてあったので来や

すかった。関東の人が沢山居て嬉しかった。

・あおぞらの手紙を泣きながら何回も読んだ。

共感だった…。

・ゆるりっと会の為に私も何かお手伝いしたい。

・子育て世代が沢山で子育ての話で盛り上がれ

て楽しかった !

・男同士で話せて良かった 今度旦那さんとライ

ブを見に行こうと話したんだ ! 

◆ 参加者の近況

・夫婦仲が気まずくなって喧嘩が絶えない日々

だったが、最近は原発のニュースを笑いにか

えて、笑顔を絶やさないように心がけている。

・地元に残っている友人・知人との放射線に対

する温度差を感じてしまい、疎遠になってし

まっている。

・最近は帰りたいという気持ちもあるが「こっ

ちでいいかな !」「家族が笑顔で一緒にいれれ

ばいいじゃないか」と思えるようになってき

た。

◆ これからしたいこと

  ●食の安全 ●今住んでいる地域別にテーブル

をまとめて欲しい ●名所めぐり・お散歩・山

歩き ●子どもたちが楽しく遊べる事 ●子ど

もたちと遊びたい ●関東のお母さんの会 ●

子どもと一緒に楽しめる企画 ●(今日聞いた

医師の )早川先生の話をもっと聞きたい

◆ 東電の賠償について

・仮払いのことをうまく理解できていなかった。

本払いから仮払い分が差し引かれることを知

らなかった。

・住宅や土地の補償をしてほしい。今まで築き

あげてきたコミュニティが無くなって苦労し

ている。

◆ 仕事について

・将来は地元に帰るのでしょうと言われてしま

う。

・名古屋では就職がなかなか決まらず、静岡県

の企業があたたかく受け入れてくれた。

◆ 借り上げ住宅について

・子どもの学区を考えると別の所へ移るのは難

しい。

◆ 病院・病気について

・病院で治療費についてのことを周知していな

いためにすごく待たされた。(具合を悪くして

いるのに辛かった )

第 1 回 ゆるりっと会
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なっ得! ～ 日本赤十字社 ～  
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こうした思いを感じている方は、他に

もいらっしゃると思います。交流会に参

加することに始まり、「あおぞら」に手紙を投

稿したり、ボランティア活動をしてみたり、支

援している人たちのお手伝いをしたり、一緒に

企画を考えてみたり。

  当支援センターでも、そうしたきっかけをこ

れからたくさんつくっていきたいと考えていま

す。無理なくできることから動き始めて頂けれ

ばと思います。いつでもご相談ください。

   愛知県被災者支援センター：052－954-6722

      （愛知県被災者支援センター 山田 高広）

避難者ではあるものの、やってもらっているばかりではなく、自分でも何かやれ
ることはないかと感じている。

 なっ得 ! ～ Q & A ～

  昨年 3 月 11 日に起きた東日本大震災は、東

北地方を中心に未曾有の被害をもたらしました。

死者・行方不明者が約 2 万人、全・半壊の住宅

が 37 万戸、今年 1 月を過ぎても 33 万人以上の

方が避難生活を続けています。

  日本赤十字社では、地震の発生直後から災害

救護活動を展開し、その日のうちに全国の赤十

字施設から東北地方に向かって 55 の救護班が出

動しました。最終的には、全国 92 の赤十字病院

から 6,500 人以上の救護員を派遣し、 9 月末ま

でに岩手県、宮城県、福島県の 3 県を中心に

87,000 人以上の被災者の方々を診療しています。

  また、被災者の方への義援金の受付について

も主要な役割を果たしています。 2 月 3 日現在、

268 万 7,460 件を受け付け、その金額は 3,089

億 0,840 万 7,117 円となり、その大半は既に被

災地の行政機関に送金されています。この義援

金についてですが、実際にどのように扱ってい

るのかとよく質問をいただきます。

  中には、一部が赤十字の救護活動に使われて

いるのではないかと懸念されている方もいらっ

しゃいますが、市町村役場などの行政機関を通

じて、全額が被災者の方に現金で届けられている

ので、その点はご安心ください。

  現在は、復興支援活動として、赤十字は被災地

で様々な取り組みを展開しています。特に、自宅

を離れ仮設住宅で過ごしている方を対象にした

「こころのケア」活動や、スクールバス・給食運

搬車の提供などの教育支援プログラムに力を注い

でいるのが特徴です。

  最後に、これまで赤十字という名前は聞いたこ

とがあるけれど、この震災をきっかけにテレビや

新聞を通じて活動が紹介されるのを目にするま

で、実際にはどんな団体なのか分からなかった方

もいらっしゃるのではないでしょうか。公務員な

のでは ? と聞かれることもあります。

  しかし、実際私たち日本赤十字社は、税金では

なくて、一般の方や企業から提供された寄付金を

活動資金として国内外の救護活動や医療事業など

を行っている民間の団体なのです。AED の使い方

や心肺蘇生法などの皆さんが参加できるプログラ

ムも用意しておりますので、これを機会に赤十字

に関心を持っていただけると嬉しいです。

     日本赤十字社愛知県支部企画課 津村慎太郎

義援金のこと。赤十字のこと
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日  時 : 2 月 19 日 ( 日 )10:30 ～ 14:00

場  所 : ボラみみより情報ステーション

主  催 : NPO 法人 ボラみみより情報局

避難者参加者数 :7 世帯、大人 7 名、こども 10 名

  今回も 0 ～ 3 歳児とそのご家族の方々対象のイ

ベントを開催させていただきましたが、たくさん

の方に参加していただきありがとうございました。

  開催場所も前回同様、普段からお子さん連れの

お母さん達が遊びに来る屋内型の公園のような所

なので、お子さんには思いっきり遊んでいただき

ました。今回はお母さんたちの交流も十分できる

よう、セルフドリンクコーナーを設けました。こ

どもたちはスタッフと一緒に遊んでもらい、こど

もたちと同じスペースの中でしたが、お母さんた

ちに情報交換をしていただく事ができたと思いま

す。今回は弁護士の方がお二人みえていたので、

法的な相談も多少できたように感じました。そし

て、お帰りの際は、様々な企業や団体から協賛品

や多くの方たちからお寄せいただいた絵本やおも

ちゃなどを皆さんにお土産に持って帰っていただ

きました。

  なお、お帰りの際に書いていただいたアンケー

トで複数のお母さんたちの要望として、小児科の

先生の話が聞きたいという事でしたので、実現で

きるよう各方面に相談していきたいと思います。

  お知らせを 2 つ。

1) 第 3 回は 2012 年 3 月 18 日 ( 日 ) に開催し

ます。只今参加申し込み受付中 ( 3/14 締切 )

です。

2) ボラみみより情報ステーションは、日・祝日

をのぞく、月～土曜日の 10 時～ 16 時 ( 火・

土曜は 12 時～ ) に開設しています。通常、

入会金が必要ですが、「あおぞら」をご持参い

ただければ、入会金不要です。  3月 15日まで。

詳しくは、ボラみみより情報ステーション

                boramimist@yahoo.co.jp まで

            〒467-0842

            愛知県名古屋市瑞穂区妙音通 2-40

                              横山ビル 1 階

          TEL : 080-4228-5356 (10時～ 16時 )

     (NPO 法人 ボラみみより情報局 スタッフ )

第 2 回 子育てつどいの広場 in 瑞穂区

行っ得! ～ イベント情報 ～  

 3.11 揚がれ！希望の凧

日  時：3月 11 日（日）13:00 ～ 15:30

場  所：愛・地球博記念公園（モリコロパーク）

                                大芝生広場

           長久手市茨ヶ廻間乙 1533-1

申  込 : 不要

問合せ : 名古屋 YMCA ボランティアセンター

         TEL : 052-932-3366

             ( 詳細は同封のチラシをご確認ください )

チェロの森 2012

日  時：3月 17 日（土）開場 13:15 開演 14:00

場  所：豊田市民文化会館（大ホール）

〆  切：3月 8 日（木）18:00　（先着 10 名）

問合せ：トヨタ自動車株式会社 社会貢献推進部

               　トヨタボランティアセンター

　　　　 TEL：0565-23-3583

              （詳細は同封のチラシをご確認ください）

半田少年少女合唱団 第 35 回定期演奏会

日  時：4月 1 日（日）開場 13:30　開演 14:30

場  所：半田市福祉文化会館（雁宿ホール）

申  込：不要。同封の『鑑賞券』に必要事項を明

記し、当日「招待受付」に提出のこと。

問合せ：半田少年少女合唱団事務局

   TEL：0569-49-2522

              ( 詳細は同封のチラシをご確認ください )


